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～皆様にとって新年が素晴らしい年になりますように～
　今年の干支は“未（ひつじ）”です。一説では、羊は群れで行動することから家族安泰を示して
おり、いつまでも平和に暮らすことを意味していると言われているようです。
（写真）堰合勝美さんのお宅で飼っている羊。26年12月に羊の赤ちゃんが誕生しました。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

27
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
春
先

の
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
に
よ

る
好
景
気
か
ら
、
一
転
、
増
税
後
の
消
費

支
出
の
鈍
化
に
よ
る
景
気
の
低
迷
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
選
挙
と
い
わ
れ
た
年
末
の
衆
議

院
解
散
総
選
挙
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
１
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
２
月
の
記
録
的
大

雪
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
道
路

交
通
の
確
保
に
は
大
変
な
思
い
を
い
た
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
な
お
一
層
の
除
雪
体
制

の
整
備
が
必
要
と
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
階
上
町
総
合
振
興
計
画

の
後
期
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
町

の
今
後
５
年
間
の
進
む
べ
き
方
向
性
が
示

さ
れ
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社

会
や
、
東
日
本
大
震
災
、
三
陸
復
興
国
立

公
園
指
定
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
、
施
策
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
示
さ
れ
た
定
住

促
進
・
防
災
減
災
対
策
・
空
き
家
対
策
・

少
子
化
対
策
な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
、
そ

の
目
的
が
達
成
さ
れ
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

八
戸
久
慈
自
動
車
道
洋
野
・
階
上
道
路

の
着
工
や
三
陸
復
興
国
立
公
園
廿
一
ト
イ

レ
と
大
開
ト
イ
レ
が
着
手
と
な
る
な
ど
、

町
の
基
盤
が
着
々
と
整
備
さ
れ
て
い
く
様

は
、ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
り
、

良
好
な
交
通
ア
ク
セ
ス
を
活
用
し
た
着
地

型
観
光
な
ど
も
視
野
に
交
流
人
口
の
拡
大

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
▽
除
雪
機
械
の
配
置
を
充
実　

▽
防

犯
灯
電
気
料
全
額
補
助　

▽
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進　

▽
三
陸
復
興
国
立
公
園

各
種
イ
ベ
ン
ト　

▽
北
海
道
奥
尻
町
と
の

交
流　

▽
駅
前
・
榊
地
区
の
公
共
施
設
の

再
編　

▽
役
場
庁
舎
駐
車
場
整
備　

▽
金

山
沢
水
郷
館
改
修　

▽
道
の
駅
ト
イ
レ
改

修　

▽
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
改
修

▽
階
上
駅
前
ト
イ
レ
新
築　

▽
第
４
分
団

屯
所
・
ポ
ン
プ
車
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
と
手

を
携
え
て
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
年
へ
向
け
て

▽
防
災
対
策
（
津
波
避
難
路
・
大
蛇
跨
線
橋
）

▽
役
場
庁
舎
一
階
窓
口
改
善

▽
子
育
て
・
健
康
対
策
（
段
階
的
に
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
・
健
康
レ
シ
ピ

出
前
料
理
教
室
）

▽
道
仏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

▽
地
域
再
生
・
産
業
振
興
（
国
立
公
園
・

ト
レ
イ
ル
の
活
用
に
よ
る
観
光
促
進
・
地

場
産
品
の
６
次
産
業
化
・
ハ
マ
の
活
性
化

推
進
・
観
光
拠
点
３
施
設
の
特
色
あ
る
運

営
の
強
化
）

▽
健
全
な
行
財
政
運
営
・
行
財
政
改
革
の

推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民
・
議
会
・
町
が

よ
り
緊
密
に
連
携
し
、
基
本
施
策
は
も
と

よ
り
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
利
用
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
け
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

て
、
町
民
の
皆
様
が
元
気
で
は
つ
ら
つ
と

し
た
生
活
と
な
る
よ
う
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
ご
健

勝
で
あ
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
未
来
を
育
て
る

　
　
　
　
　
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

階
上
町
長
　
浜
谷
　
豊
美

あけましておめでとうございます
新年のごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
、
ご
健
勝
で
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
平
素
よ
り
町
議
会
の
活
動
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
本
町
で
は
、
階
上
岳
登
山
口
の

フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
三
陸
復
興
国
立
公
園

の
指
定
を
生
か
し
た
整
備
が
進
め
ら
れ
、

三
陸
沿
岸
道
路
洋
野
階
上
道
路
の
工
事
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

町
消
防
団
第
１
分
団
（
小
舟
渡
）
が
県

消
防
操
法
大
会
で
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

部
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
ダ
ブ
ル

優
勝
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
全
国
消

防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
快
挙
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
自
然
の
猛
威
に
よ
り
、

本
町
で
も
記
録
的
な
大
雪
に
よ
る
被
害
を

被
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

消
費
税
は
８
％
に
増
税
さ
れ
、
国
の
借

金
は
１
０
３
８
兆
円
と
な
り
、
中
学
生
以

下
の
人
口
は
減
少
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
４
人
に
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
を
と
り
ま
く
環
境
も
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
加
え
、
地
域
経
済
も
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
町
議
会
で
は
「
ゆ
め　

み
ら
い

こ
こ
ろ
と
き
め
く　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
す
る
町
の
政
策
形
成
や
実

施
に
多
面
的
に
参
画
し
、
本
会
議
で
の
質

疑
等
を
通
し
、
予
算
・
条
例
等
の
審
議
を

行
い
、
町
の
具
体
的
政
策
を
最
終
的
に
決

定
し
、
町
政
が
、
適
正
・
公
平
・
効
率
的

に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
町
民
の
代
表
者
と

し
て
、
町
民
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
見
守

っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
て
、
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
や
提
言
な
ど
を
お
聞
き

し
、
議
員
に
よ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発

行
で
、
議
会
活
動
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
安
全
、
安
心
、
健
康
で
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
議
会
と
し
て
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と

を
お
誓
い
し
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
夢
と

希
望
を
抱
か
れ
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
本

町
教
育
行
政
の
推
進
と
充
実
に
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
、
第

四
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
の
基
本
理
念

「
未
来
を
に
な
う
人
づ
く
り
」
に
向
け
、

各
関
係
機
関
・
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、

変
動
す
る
社
会
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
、
教
育
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
全
て
の
子
ど

も
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、
知

・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
の
推
進

と
授
業
の
充
実
を
目
指
し
、
そ
の
支
援
に

努
め
ま
す
。
主
な
施
策
と
し
て
、
今
後
小

学
校
の
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
２
人
体
制
を
継
続
し
、
小
学

校
理
科
に
お
け
る
観
察
実
験
ア
シ
ス
タ
ン

ト
お
よ
び
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
制

定
に
伴
う
学
校
の
組
織
的
な
対
応
を
支
援

す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
と
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
特
別
教
育
支
援
員
お
よ
び
生
活

支
援
員
の
配
置
、
小
中
学
校
の
特
色
あ
る

教
育
の
推
進
、
学
校
施
設
・
備
品
の
整
備

等
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

小
学
校
低
学
年
と
保
育
園
と
の
連
携
を
深

め
る
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
受
講
生
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
す
る
学
び
の
王
国
は
し
か
み

キ
ャ
ン
パ
ス
、
生
き
が
い
中
央
大
学
、
公

民
館
講
座
な
ど
生
涯
学
習
の
一
層
の
充
実

を
図
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
も
が

学
び
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
３
月
に
は
、

旧
金
山
沢
小
学
校
改
修
工
事
が
終
了
し
、

民
俗
資
料
収
蔵
庫
お
よ
び
地
区
集
会
所
と

し
て
新
た
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
町

民
の
皆
様
が
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
環

境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け

つ
つ
、
教
育
委
員
会
が
一
丸
と
な
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
町
教
育
行
政
の
推
進
と
充

実
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
町
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
ご
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り

階
上
町
議
会
議
長
　
木
村
　
勝
彦

充
実
の
年
に

〝
未
来
を
に
な
う
人
づ
く
り
〞に
向
け
て

階
上
町
教
育
長
　
川
浪
　
孝
雄
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年生まれ
新春インタビュー
年生まれ
新春インタビュー

2015年は未年。
今年、年男・年女をむかえた町民の
方々に抱負をうかがいました。

馬
ば ば

場　英
ひでお

夫さん（左）
（昭和18年生まれ・蒼前）

いつまでも若く健康でいられるように体調管理を頑
張りたい！長い人生に挑戦します！

馬
ば ば

場　優
ゆうか

香さん（中央）
（平成15年生まれ・蒼前）

勉強と部活動（太鼓と卓球）を両方頑張りたい！
下級生を引っ張れる上級生になりたい！

馬
ば ば

場　綾
あやか

香さん（右）
（平成15年生まれ・蒼前）

風邪を引かないように気を付けながら部活動を頑張
りたい！低学年のお手本になれるようにしたい！

小
おがさわら

笠原　弘
ひろ

　さん（右）
（昭和30年生まれ・野場中）

なによりも家族の健康が第一！
これがあればこそ消防活動に力を入れることができる！

平
ひらの

野　恒
つねひろ

広さん（左）
（昭和30年生まれ・石鉢）

家族のためにも自分自身の健康に気を付けたい！
仕事とプライベートを両立することが目標です！

家族みんなが
　健康でいられるように !!

災害の無い町 !!

町消防団第 7 分団の小笠原さんと平野さん。
27 年は階上町に災害がなく平穏無事な 1 年になってほし
い、と願っている２人です。

家族

仲間

６人家族のなかに未年生まれが３人の馬場ファ
ミリー。双子の優香さんと綾香さんが中心の、
にぎやかな家族です。

よし
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川
かわなみ

浪　秀
ひでかず

一さん（右）
（昭和18年生まれ・石鉢）

今でも健康なのは、仕事で子どもたちからエネルギーをも
らっているからかな？引き続き健康で！

沼
ぬまやま

山　一
かずこ

子さん（中央）
（昭和18年生まれ・蒼前）

適度な運動が体には一番です！頑張りすぎず、でも体を動
かし続けることを広めていきたい！

荻
おぎのさわ

ノ沢　ゆり子
こ

さん（左）
（昭和30年生まれ・晴山沢）

家族の笑顔や夫婦仲の良さがあれば自然体でいられる！
気負いなく笑顔で、自然体でいたい！

感謝の気持ちで !!

民生委員として活動している川浪さん、沼山さん、荻ノ沢さん。地域の方々に支えられ助けら
れてきたので、感謝の気持ちで民生委員の活動に取り組んでいます、と話していました。

仲間

荒
あらや

谷　星
せいら

来さん（左）
（平成15年生まれ・駅前）

小学生最後の年だからバスケ（部活動）の新人戦で優勝したい！
看護師になる夢を叶えるため勉強を頑張る！

荒
あらや

谷　玲
れいら

来さん（右）
（平成15年生まれ・駅前）

小学校入学から一度も休んだことがないので皆勤賞をもらえるよ
う頑張る！バスケの試合で優勝できるよう頑張る！

バスケの大会で優勝をする !!

双子

双子の星来さんと玲来さん。２人はとても仲良しで、
将来の夢まで一緒です。看護師になるため頑張ります！

仲間

階上町未年生まれの人口
生まれた年・年齢

平成15年（2003年）
平成  3年（1991年）
昭和54年（1979年）
昭和42年（1967年）
昭和30年（1955年）
昭和18年（1943年）
昭和  6年（1931年）
大正  8年（1919年）

12歳
24歳
36歳
48歳
60歳
72歳
84歳
96歳

男女計
122
137
121
220
246
183
101
　 5

男
68
71
58

113
128
88
32
1

女
54
66
63

107
118
95
69
4

未年生まれは1,135人
男性　559人／女性576人

階上町内の未年生まれは1,135人。総人口
（14,126 人）の約 8.0％となっています。

○平成26年12月1日現在の数字です。
○年齢は平成27年に誕生日を迎えた時の

年齢です。
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はしかみ Hot! ニュース

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

階
上
ど
ん
こ
ま
つ
り
開
催

米
澤
む
ら
さ
ん
に
特
別
表
彰

寒
い
季
節
に
あ
っ
た
か
～
い
ど
ん
こ
汁

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
！

　

26
年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
、
11
月
17
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
毎
年
開
催
さ
れ
、
治
山
・
林
道

の
施
工
技
術
や
林
道
の
維
持
管
理

の
向
上
を
目
的
に
全
国
の
優
秀
事

例
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
林
道

維
持
管
理
部
門
に
応
募
し
た
当
町

の
「
林
道
寺
下
土
折
線
」
が
、
部

門
最
高
賞
で
あ
る
「
農
林
水
産
大

臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
林
道
の
定
期
的
な
巡

　

町
は
、
11
月
26
日
に
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
米
澤
む
ら
さ

ん
に
、
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

米
澤
さ
ん
は
大
正
３
年
生
ま
れ
。

若
い
こ
ろ
は
漁
業
組
合
に
加
入
し
、

網
元
と
し
て
た
く
さ
ん
の
漁
師
の

食
事
を
作
っ
た
り
、
海
に
潜
っ
て

ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
を
獲
っ
た
り

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
４
人
の
子

ど
も
を
育
て
、
孫
14
人
、
ひ
孫
13

人
の
大
家
族
。
米
澤
さ
ん
は
現
在

も
好
き
嫌
い
な
く
自
分
で
食
事
を

摂
り
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た
今
で

　

階
上
売
り
込
み
隊
（
有
谷
升
会

長
）
は
11
月
16
日
、
大
蛇
生
産
部

会
前
を
会
場
に
、
毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
階
上
ど
ん
こ
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
多
く
の
来
場
者
が
ど

ん
こ
汁
を
求
め
て
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
、
朝
早
く
か
ら
大
賑
わ
い
。

会
場
で
は
ア
ワ
ビ
取
り
体
験
や
サ

ケ
の
さ
ば
き
方
実
演
、
新
鮮
な
海

産
物
の
販
売
な
ど
が
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
は
し
か
み
キ
ッ
ズ
の
あ
ぶ

ら
め
く
ん
ら
も
登
場
し
、
来
場
者

ら
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

回
・
点
検
、
草
刈
、
清
掃
な
ど
と

い
っ
た
維
持
管
理
業
務
に
お
い
て
、

地
域
の
方
々
と
の
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
し

た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
林
道
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
）
農
林
水
産
大
臣
賞
の
賞
状
を

手
に
す
る
浜
谷
豊
美
町
長

（
中
央
）

も
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。

　

こ
の
日
は
１
０
０
歳
の
誕
生
日

に
ご
家
族
が
駆
け
付
け
、
ケ
ー
キ

を
用
意
し
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

現
在
入
所
中
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
浜
谷
豊
美
町
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
表
彰
状
と
記
念

品
を
手
渡
さ
れ
た
米
澤
さ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

に
っ
こ
り
し
て
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

林
道
寺
下
土
折
線
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
る

（
写
真
）
毎
春
開
催
さ
れ
て
い
る
一
斉

清
掃
。
毎
年
、
多
く
の
町
民

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
）
熱
々
の
ど
ん
こ
汁
を
味
わ
う

来
場
者
ら

（
写
真
）
子
ど
も
に
大
人
気
の
は
し
か

み
キ
ッ
ズ
ら

（
写
真
）
笑
顔
で
表
彰
状
を
手
に
す
る

米
澤
さ
ん
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（広告） （広告）

わんぱく王国

納税には便利な口座振替をご利用ください
　口座振替制度は、町税等の納期限日に金融機関の預貯金口座から自動的に振り替える便利・安全・確実な
方法です。※各納期限の１カ月前までに取扱金融機関に申し込んでください。
≪申し込みに必要なもの≫
　通帳、通帳届出印鑑、納税通知書
≪口座振替できる町税等≫
　軽自動車税、固定資産税
　町県民税、国民健康保険税
　介護保険料、後期高齢者医療保険料

≪取扱金融機関≫
青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫
みちのく銀行（八戸市内）、八戸農業協同組合階上支店
青森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

町ホームページのバナー広告を募集します
　町ホームページに掲載する有料バナー広告を随時募
集しています。事業ＰＲなどにぜひご利用ください。
　【料金】月額　　5,400円
　【規格】縦60ピクセル×横150ピクセル

GIF、JPEG、PNG形式で、10KB以内。　
※詳しくは問い合わせてください。

【問】総務課　行政防災グループ　☎88-2873

講　師：ネイチャーティーチャー　伊藤　武男　先生
日　時：２月14日（土）　9：30～12：00
　　　　　（受付　9：00～）
内　容：自然観察・雪遊び
場　所：森の交流館　　持ち物：なし
参加費：50円（イベント共済費として）
締　切：２月７日（金）
・教材などの準備があるため、必ず締切までに申

し込んでください。
・野外活動なので防寒対策をしてください。
・そり、スノーシューなどの持ち込みは自由。
・天候等により日程が変更になる場合あり。
【申・問】教育課　社会教育グループ
　　　　　☎88-2698

最終回講座のお知らせ

閉国式　雪山探検隊
「冬の山には、遊びがいっぱい！」

27･28年度競争参加資格審査
申請書の受け付けについて

　27、28年度の競争参加資格審査申請書を受け付
けます。次の事項に留意の上、提出してくださ
い。
■受付期間
　27年２月２日（月）～27年２月27日（金）
　※土、日、祝日を除く
■提出書類

　一般競争（指名競争）参加資格審査申請書の
ほか、提出要領に記載されている提出書類を添
付して提出してください。

■提出様式
町ホームページからダウンロードしてください。
※建設工事、測量・建設コンサルタント、物品

役務等ごとに提出。
※中央公契連統一様式の利用も可。ただし町独

自様式あり。（電子データの提出）
※国税の納税証明書はインターネット等を利用

して自宅や勤務先から交付請求可能。国税庁
e-Taxホームページをご覧いただくか所轄の
税務署に問い合わせてください。

■提出方法
　持参または郵送（締切日必着）で提出。
　受領書（任意様式）を添付すること。郵送の
場合は宛名を記入し切手を貼付した封筒を必ず
同封すること。ハガキによる受領書は不可。

■有効期間
　２年間（27年４月１日～29年３月31日）

【申・問】総合政策課 政策推進グループ
　　　　　☎88-2113
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町県民税（所得税）の申告受け付けを行います
26 年分の所得申告を受け付けます。無収入の人も必ず申告してください。
申告用紙は会場に準備します。※各家庭には配布しません。

受付相談日 会  場 地区名
2 月 16 日（月）

道仏公民館

駅　　前
2 月 17 日（火） 道　　仏
2 月 18 日（水） 追越・荒谷
2 月 19 日（木） 榊・大蛇
2 月 20 日（金） 小 舟 渡
2 月 24 日（火） 石鉢

ふれあい
交流館

石　　鉢
2 月 25 日（水） 蒼　　前
2 月 26 日（木） 野 場 中
3 月 2 日（月）

森の交流館
田代・晴山沢

3 月 3 日（火） 角柄折・金山沢
3 月 4 日（水） 平内・鳥屋部
3 月 6 日（金）

ハートフル
プラザ・
はしかみ

赤 保 内
3 月 8 日（日） 全 地 区
3 月 10 日（火） 耳ヶ吠東
3 月 11 日（水） 耳ヶ吠西
3 月 12 日（木） 全 地 区
3 月 13 日（金） 全 地 区
3 月 16 日（月） 全 地 区

■申告受付日程（9：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 15：00） ■申告に必要なもの
・はんこ（朱肉を使うもの）
・通帳（所得税確定申告の人）
・源泉徴収票

【事業経営者（農業・漁業・不動産含む）の人】
収支内訳書※、売上金や諸経費の確認できる帳
簿および領収書　※収支内訳書は国税庁ホーム
ページからダウンロードまたは税務課で配布し
ています。

【社会保険料控除】国民年金保険料などの領収書、
支払金額がわかるもの

【生命保険料、地震保険料控除】控除証明書
【医療費控除】領収書、保険金などで補てんされ

る金額がわかるもの。※人ごとに集計しておい
てください。

～ご協力お願いします～
　事業所得（農業・漁業含む）・不動産所得、
医療費控除を申告する人は、領収書の合計
額をあらかじめ計算の上、お越しください。
　計算していない場合は、会場内に用意し
てある電卓を使用し、自分で計算してから
の申告受け付けになります。

【問】税務課　賦課グループ　☎ 88-2129※期間中は、税務課での受け付けはできません。

■障害者控除を希望する人（申告前に申請してください）
　［対　象］65歳以上で介護保険制度の要介護認定を受けている人
　　　　　　※身体障害者手帳などを持っている人は、申告時に提示することで控除が受けられます。

【申・問】保健福祉課　介護グループ　☎88-2115

確定申告について
八戸税務署からのお知らせ

■確定申告書等の作成会場

対　　象

「所得税および復興特別所得税（譲渡
所得を含む）」「消費税および地方消費
税」「贈与税」の申告書等の作成指導
が必要な人

開設期間
２月４日（水）～３月 16 日（月）
９：00 ～ 16：00 ※ 15：30 受付終了
土、日、祝日を除く

会　　場 八戸商工会館（３階）
八戸市堀端町２－３

■個人の申告期限と納税期限
　・所得税および復興所得税
　　　３月16日（月）
　・贈与税
　　　３月16日（月）
　・消費税および地方消費税
　　　３月31日（火）
■相談は電話相談センターへ
　国税に関する一般的な相談は「電話相談セン
ター」でお答えします。八戸税務署に電話をかけ
ていただければ（音声案内１番を選択）電話相談
センターにおつなぎします。

【問】八戸税務署　☎ 43-0141
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　これまで、公的年金※を受給する人は児童扶養手当を受給できませんでしたが、26 年 12 月 1 日から、年金
額が児童扶養手当額より低い人は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになりました。児童扶養手当
を受給するためには、町への申請が必要です。
　※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

≪参考：児童扶養手当の月額≫（26 年４月～）
　○子ども１人の場合
　　全部支給：41,020 円
　　一部支給：41,010 円～ 9,680 円（所得に応じて決定されます）
　○子ども２人以上の加算額
　　２人目：5,000 円、３人目以降１人につき：3,000 円

■支給開始日
　手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児童
扶養手当を受給できなかった人のうち、26 年 12 月 1 日に支給要件を満たしている人が 27 年 3 月末までに
申請した場合は、26 年 12 月分の手当から受給できます。

　　※ 26 年 12 月～ 27 年 3 月分の手当は、27 年 4 月に支払われます。
【申・問】保健福祉課　福祉グループ　☎ 88-2641

１①郵便局でリサイクル料金を
　支払う。
②発行されたリサイクル券と、
　廃家電品を持って指定引き
　取り所へ。

ごみ情報 No.15

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

A．「粗大ごみ」はおおむね50㎝×50㎝以上の
サイズのごみのことじゃ。具体的には布団など
の寝具やタンスなどの家具、自転車などが挙げ
られる。

　　しかし！大きければ何でも捨てていいってこ
とではないぞ！重量は最大でも2人で持ち上げ
られる程度とし、集積所へ出す時は溢れないよ
う配慮が必要じゃ。

A．具体的に「テレビ」、「洗濯機」、「冷蔵庫」、「冷
凍庫」、「エアコン」、「衣類乾燥機」のこと。

　　これらは町では回収しないため、集積所へ出し
てはならんぞ！自分で適正処理をするのじゃ。

　処理方法は２つ！ここでおさらいじゃぞ！

Q．「粗大ごみ」とそうでないものの違いは？

Q．家電リサイクル品ってなに？これからの季節に多い相談
について解説じゃ。

２自分で持ち込めない場合は家電量販店や廃棄物処理業
者へ直接問い合わせてください。

◇指定引き取り所
・東北東京鉄鋼㈱
・三八五流通㈱

てはならんぞ！自分で適正処理をするのじゃ。

児童扶養手当法の一部が改正されました

町消防団出初式の開催について
10：10 ～10：30 階上中学校前の道路を交通規制します

《期　日》１月 11 日（日）
《場　所》階上中学校前、同中学校体育館
《日　程》10：00　消防団整列・観閲・分列行進
　　　　 10：50　式　典　⑴はしご乗り
　　　　　　　　　　　　　⑵まとい振り
　　　　　　　　　　　　　⑶表　　　彰

　ぜひ会場へお越しいただき消防団の勇姿や演技
をご覧ください。
　駐車場は階上中学校および赤保内小学校駐車場
をご利用ください。
【問】総務課　行政防災グループ　電話 88-2873

第２回目

ごみのお悩み相談所
行列ができる
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保育園等入所における支給認定申請を受け付けします27 年度
　27 年 4 月から「子ども・子育て支援新制度」が始まります。これにより、小学校就学前の児童が、教育・
保育施設などを利用する場合には「支給認定」の申請が必要です。

≪申請方法≫
◆新制度に移行する幼稚園および認定こども園の教育部分を利用する場合（１号認定）
　利用希望施設にある「支給認定申請書 兼 保育所利用申込書」に必要事項を記入し、施設へ提出してくだ
さい。
◆保育を必要とする場合（2・3 号認定）
　「支給認定申請書 兼 保育所利用申込書」に保育を必要とする状況を証明する書類を添えて、

≫新年度から利用希望の人……………保健福祉課に提出してください。
≫町内保育園に入所している人………保育園に提出してください。
≫町外保育園に入所している人………保健福祉課に提出してください。
※「保育を必要とする事由」は下欄のとおりです。

≪その他≫
◎申請書は保健福祉課にありますが、町内保育園に入所している人については施設を通じて、町外保育園に

入所している人および事前に連絡している人については郵送で申請書を送付します。
◎新年度からの入所を希望する人は、書類を提出される前に希望する施設の見学をお勧めします。
◎源泉徴収票の提出は、27 年度からは不要となります。
◎ 26 年 1 月 1 日現在階上町に住所のなかった人は、前住所地から「平成 26 年度所得課税証明書」を取得し、

提出してください。
◎希望する施設が新制度に移行するかどうかについては、各施設へ問い合わせてください。

（広告） （広告）

平成27年度 階上保育園　学童保育説明会のご案内
～学童保育ご利用希望の保護者の皆様①か②の説明会においでください～

　〔説明会日時〕①２月４日（水）18：00～19：45　　②２月５日（木）13：15～15：00
　〔場　　　所〕階上保育園
　〔対 象 児 童〕小学校１年生～６年生
　〔住　　　所〕階上町道仏字榊平17-2
　〔電　　　話〕0178－89－2302

※遅刻、早退はご遠慮ください
※階上保育園向かい側の階上保育園駐車場を
　ご利用ください

保育を必要とする事由
①就労している
②妊娠・出産
③保護者の疾病、障害
④同居または長期入院等している親族の介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動（起業準備を含む）
⑦就学（職業訓練含む）
⑧虐待や DV のおそれがあること
⑨育児休業取得時に既に保育を利用している子どもがいて、継

続利用が必要であること
⑩別居または長期入院等している親族の介護・看護

■申請手続きについては、町ホームページにも
掲載しています。（トップページ＞くらしの情
報＞子育て教育＞保育園等入所における支給
認定の手続き）

【問】保健福祉課　福祉グループ　☎ 88-2641※上記に当てはまらない場合は、問い合わせてください。

受付期間・場所
■受付場所　町内各保育園および保健福祉課
■申請期間

町 内 保 育 園
1 月 7 日（水）
　　　～ 1 月 30 日（金）
 　　　　　※以降随時受付

広域（町外）入所 1 月 20 日（火）必着
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親子de 楽しいがいっぱい！子育て支援センター
子育てサークル 活動情報

No.13　保険証を紛失したらちょこっと国保

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

期 日 活 動 内 容

2/5
（木） そりすべり　雪だるまをつくろ～♪

2/12
（木）

＜子育て講座＞
「バレンタイン♡アレンジメント」
講師：下長根由香先生（neue-ノイエ-スタッフ）　
　※場所は階上保育園です。
　※先着15組の親子まで。
　※材料費が500円かかります。
　※要申込（2/5締切　☎89-2302）

2/19
（木） 雪の中から宝さがし

2/26
（木） 「おひなさま」をつくりましょ

　［場　所］階上保育園　　［時　間］10:00～12:00
　［利用料］子ども１人につき100円
　　　　　　　　＊保育園向かい側駐車場をご利用ください

期 日 活 動 内 容

2/20
（金）

親子で楽しいストレッチ！！
   ［講師 太田主幹保健師］

［集合場所］ 石鉢ふれあい交流館
［時 間］ ₁₀：₀₀～₁₂：₀₀
［参加費］ 子ども₁人につき₁₀₀円
［持ち物］ バスタオル、ヨガマット等

■スケジュールは町ホームページにも掲載
しています。（トップページ＞くらしの情
報＞子育て教育＞子育てサークル・地域
子育て支援センター）

【問】保健福祉課　健康増進グループ
　 ☎ 88-2219

　　　階上保育園（地域子育て支援センター）
　☎ 89-2302

地域子育て支援センター「らんらんる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

就園していない子どもが対象です。
親子で楽しみませんか。◆◇スケジュール◇◆

保険証を紛失したり、破損などで使えなくなったときは再交付の申請をしましょう。

◇必要なもの：はんこ、本人確認できる書類（運転免許証、パスポートなど）※

　　　　　　　※本人確認ができた場合は窓口交付、確認できない場合は郵送交付します。
◇申 請 場 所：保健福祉課⑤番窓口

※外出先などで紛失した場合は、トラブル防止のため警察に届けましょう。
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社会保障・税番号制度について社会保障・税番号制度について社会保障・税番号制度について
　国の行政機関や地方公共団体などにおいて、マイナンバーは、社会保障、税、災害対策の分野で利用される
こととなります。
　このため、国民の皆様には、年金・雇用保険・医療保険の手続、生活保護・児童手当その他福祉の給付、確
定申告などの税の手続などで、申請書等にマイナンバーの記載を求められることとなります。
　また、税や社会保険の手続きにおいては、事業主や証券会社、保険会社などが個人に代わって手続きを行う
こととされている場合もあります。このため、勤務先や証券会社、保険会社などの金融機関にもマイナンバー
の提出を求められる場合があります。

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

　東日本大震災で被害を受けた住宅の早期復興を図るため、被災者が住宅の再建を行う場合に要する経費を補
助します。

　補助対象者　　
　東日本大震災により自ら居住していた住宅に一部損壊以上の被害を受けた人（県外被災者含）で、町内に自
らが居住するための住宅を建設または購入・改修することを目的に、金融機関などから融資を受けた人。

　補助金額　　
　次の住宅債務に係る最長10年分の利子相当額（借入額および利率上限あり）。
　　①住宅の建設・購入を目的とした新規債務
　　②改修（増改築を含む）を目的とした新規債務
　　③上記いずれかの債務を有する人の被災住宅の既債務

　申請締切　　27年２月27日︵金）
　必要書類　　①補助金交付申請書　②罹災証明書の写し　③金銭消費貸借契約書の写し
　　　　　　　　　④返却予定明細書の写し　⑤既存住宅債務の残高証明書　など
　※詳しくは問い合わせてください。

　【申・問】建設課　土木建設グループ　☎88-2118

被災者住宅再建支援事業について
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防災ガイド fi le.12 地域で減災に取り組もう③

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

○災害の時、援護が必要な人に優しく接しましょう
　突然起きる災害の時に大きな被害を受けやすいのは「災害時要援護者」※と呼ばれる人たちです。
災害時要援護者とは、高齢者や子ども、障がいのある人、外国人などなんらかの手助けが必要な人たち
のことです。いざというときは、地域のみんなで協力して災害時要援護者を支援しましょう。

災害時要援護者を誘導するときのポイント
①高齢者や負傷者の場合は、複数の人で対応し、緊急の時はおぶって避難します。
②目の不自由な場合は、階段などの障害物を案内しながら進みましょう。
③耳が不自由な場合は、身振りや筆談などで正確な情報を伝えましょう。
④外国人の場合は、身振りや手振りで話しかけ、孤立させないようにしましょう。
　※要配慮者という場合もあります。

１　災害時要援護者になったつもりで防災
環境の点検をする
　目や耳の不自由な人や外国人に向けた警
報・避難方法が正しく伝えられるのか、身の
回りの危険個所や障害物はないかなど、日ご
ろからの点検が必要です。

３　困った時こそ温かい気持ちで接する
　非常時こそ、不安な状況に置かれている
人にやさしく接することが必要です。
　困っている人や災害時要援護者には思い
やりの心を持って支援しましょう。

２　避難するときはしっかり誘導する
　一人の災害時要援護者に複数の住民が支
援していくなど、具体的な救援体制を決めて
おきましょう。隣近所での助け合いがとても
有効です。

４　日頃から積極的なコミュニケーション
をとる
　災害の時に円滑な支援活動をするために、
日ごろからコミュニケーションをとってい
ることがとても大切です。

被災住宅再建費用の一部を補助します
　東日本大震災における津波により、居住していた住宅を滅失または損壊した人が、町内において、住宅を再建
する際に要する費用の一部を補助します（町外で被災した人も対象となります）。
　補助対象者　
　全壊、大規模半壊または半壊の罹災証明書の交付を受けている被災者が、居住するための住宅再建（新築・増
築・補修・購入）を行う当該被災者またはその人の 3 親等以内の親族

※本補助金の交付を既に受けている人、住宅再建に係る契約の締結日が 23 年 3 月 10 日以前である人および町
税を滞納している人を除く。

　対象住宅　
　⑴　住宅部分の床面積（増築の場合は、増築に係る床面積）が 50㎡以上であること。
　　　（既に再建済みの場合も対象）
　⑵　建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）などの関係法令を遵守していること。
　⑶　増築する住宅にあっては、被災住宅以外の住宅であること。
　対象費用　
　住宅再建に要する経費（設計料、各種申請などに要する経費および被災住宅の解体に要する経費は含まない）
　補助金額および申請書類など　　　
　住宅再建種別に応じた金額を補助します。詳細は町ホームページで確認または問い合わせてください。
　申請期間　　27 年 2 月 27 日まで　※補助金額の累計が予算額に達した時点で締め切ります。

【申・問】建設課 土木建設グループ　☎ 88-2118
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（広告） （広告）

図書だより 今月のおすすめ本
■ハートフルプラザ・はしかみ　☎ 88-2522 ■石鉢ふれあい交流館　☎ 80-1671

その他おすすめ
『そっといちどだけ』
　　なりゆきわかこ　作

『みまわりこびと』
　　ふしみみさを　訳　

『別れなさい』　長坂信一　著
『冥の水底』
　　朱川湊人　著　…など

■道仏公民館　☎ 89-2110

その他おすすめ
『華舫』熊谷敬太郎　著
『鳥たち』
　　よしもとばなな　著

『ねこのピート』
　　エリック・リトウィン　作

『どうぶつ』
　　岡本功　発行　…など

その他おすすめ
『キャロリング』有川浩　著
『日本の祭り北海道・東北編』
　　吉田明彦　編集

『パンぱくぱく』
　　ふくざわゆみこ　作

『アポロ１１号』
　　ピアーズ ･ ビゾニー著　…など

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

『はたらくくるま』
岡本功　発行

『冬を待つ城』
安部龍太郎　著

今
月
の
注
目

◆貸出時間◆
［ハートフルプラザ・はしかみ］　
　　９～19時（月～土、日・祝日）
［道仏公民館］　
　　９～17時（月～金）※土曜は15時まで
［石鉢ふれあい交流館］
　　９～19時（火～土、日・祝日）

『海色の壜』
田丸雅智　著
『海色の壜』

学びの王国！はしかみキャンパス公開講演会・閉国式

歌手
麻生 しおり 氏

青森放送パーソナリティ
青山 良平 氏

【問】教育課　社会教育グループ
　　　☎ 88-2698

1月24日（土）
開場 12：30 ～
開演 13：30 ～

会場：ハートフルプラザ・はしかみ
※席数に限りがありますのでお早めにご来場ください。

▶

・入場無料
・申込不要
・託 児 付
　（要事前連絡）

▷ラジオやテレビでおなじみの
　　　おふたりが登場します！

▷歌ありトークありの
　楽しい時間をお過ごしください！
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消 防 情 報 交 番 情 報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　［消防情報案内］
　 ☎ 0180-991-888

事件は 110 番へ
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

今月の早め点灯時間は
午後３時 30 分です。

ほっとスルメールをご利用ください
＜登録用メールアドレス＞ anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp

　町内の緊急・気象・火災情報などのメールを、携帯電話やパソコンで受け取れます。
上記アドレスに空メールを送信し、登録手続きをしてください。
　（右のＱＲコードからも読み込めます）
　※注意：迷惑メール対策など、受信許可・拒否の設定をしている場合は、
　　下記ドメインを受信できるように設定してください。
　　≪ドメイン≫　anshin.city.hachinohe.aomori.jp
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入
浴
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

性
が
あ
り
ま
す
。
入
浴
前
後
に
コ

ッ
プ
１
杯
分
の
水
分
補
給
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

入
浴
中
の
事
故
を
防
ぐ

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

冬
に
な
る
と
、
高
齢
者
が
入
浴

中
に
心
肺
停
止
と
な
り
救
急
搬
送

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
ま
す
。

　

人
に
よ
っ
て
条
件
は
異
な
り
ま

す
が
、
急
激
な
温
度
変
化
が
あ
る

と
、
人
間
の
血
圧
は
大
き
く
変
動

し
ま
す
。
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い

脱
衣
所
に
行
く
と
血
圧
が
上
が
り
、

そ
の
後
熱
い
風
呂
に
入
る
と
、
今

度
は
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
急
激
な
血
圧
の
変
動
で
一

時
的
に
意
識
を
失
い
、
そ
の
結
果
、

溺
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
入
浴
は
思
い

の
ほ
か
、
身
体
に
負
担
が
か
か
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
予
防

策
と
し
て
、
脱
衣
所
や
浴
室
内
を

あ
ら
か
じ
め
暖
め
て
お
く
、
熱
す

ぎ
る
お
風
呂
に
入
ら
な
い
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
家
族
で
も
「
お

湯
加
減
は
ど
う
？
」
な
ど
の
声
掛

け
を
し
、
一
人
き
り
で
の
長
時
間

入
浴
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
入
浴
中
の
事
故
は
、
高
齢

者
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
入
浴
で
汗
を
大
量
に
か

く
と
脱
水
状
態
と
な
り
、
意
識
障

害
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
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相談
　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
、
子
ど

も
の
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の

人
権
侵
害
、
生
活
で
の
悩
み
事
な

ど
が
あ
る
と
き
に
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
日　
毎
月
第
３
火
曜
日

　

13
時
～
15
時

※
１
月
の
合
同
相
談
日
は
１
月
20

日
（
火
）
で
す
。

■
場　
所

　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

【
問
】
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

青
森
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
３
３
５
４

　

交
通
安
全
関
係
の
各
種
表
彰
を

行
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
賞
資
格

　

26
年
12
月
31
日
現
在
で
、
八
戸

地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
。

■
表
彰
種
目

○
無
事
故
賞　
３
年
・
５
年
・
７

年
・
10
年
（
以
後
５
年
ご
と
）

合
同
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

交通安全

調査
　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で

す
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票
の
記
入

な
ど
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
、
組
織
が
対
象

○
経
営
耕
地
面
積
が
30
㌃
以
上
の

規
模
の
農
業
を
営
む
人

○
農
作
物
の
作
付
面
積
ま
た
は
栽

培
面
積
、
家
畜
の
飼
養
頭
羽
数

ま
た
は
出
荷
羽
数
そ
の
他
の
事

業
の
規
模
が
一
定
規
模
以
上
の

農
業
を
営
む
人

○
農
作
業
の
受
託
の
事
業
を
営
む
人

○
保
有
す
る
山
林
の
面
積
が
３
㌶

以
上
で
、
２
０
１
５
年
を
計
画

期
間
に
含
む「
森
林
施
業
計
画
」

を
作
成
し
て
い
る
人
。

○
保
有
す
る
山
林
の
面
積
が
３
㌶

以
上
で
、
調
査
期
日
前
５
年
間

に
継
続
し
て
林
業
作
業
（
育
林

も
し
く
は
伐
採
）を
行
っ
た
人
。

○
委
託
を
受
け
て
育
林
を
行
っ
て

い
る
人
。

○
委
託
を
受
け
て
素
材
生
産
ま
た

は
、
立
木
を
購
入
し
素
材
生
産

を
行
い
、
過
去
１
年
間
の
素
材

生
産
が
２
０
０
㎥
以
上
の
人

■
調
査
時
期

　

26
年
12
月
15
日
か
ら
27
年
２
月

28
日
ま
で
が
調
査
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
27
年
２
月
１
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。

■
調
査
結
果

　

農
業
経
営
安
定
等
の
施
策
立
案
、

農
林
業
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。 

■
そ
の
他

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資

八
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

無
事
故
運
転
者
表
彰
申
請

２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

○
協
力
賞　
40
年
以
上
の
無
事
故

賞
受
賞
者
の
配
偶
者

○
功
労
賞　
交
通
安
全
の
功
績
が

顕
著
ま
た
は
多
額
の
金
品
寄
贈
者

■
申
請
方
法

　

運
転
免
許
証
、
安
協
会
員
証
、

は
ん
こ
を
持
参
の
上
、
１
月
27
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
手
数
料

　
10
年
以
上
の
申
請
は
、
運
転
記

録
証
明
書
が
必
要
で
す
（
手
数
料

６
３
０
円
）
。

※
申
請
後
に
、
交
通
事
故
や
重
大
な

交
通
違
反
記
録
あ
り
な
ど
が
判
明

し
、
受
賞
さ
れ
な
い
と
き
で
も
手

数
料
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
申
・
問
】
町
民
生
活
課
生
活
環

境
グ
ル
ー
プ
☎（
８
８
）２
１
１
９

階上町臨時的任用職員登録のお知らせ
　階上町の庁舎で、事務補助の臨時職員や用務員として勤務することを希望する人に、事前に登録し
ていただく制度です。なお、登録されても必ず採用されるとは限りません。

■登録期間　1 年間（27 年 4 月1日～ 28 年 3 月31日）
■採用方法　必要に応じて登録者に連絡し、面接に

より選考します。採用は不定期であり
すぐに採用されない場合があります。

■応募方法　「階上町臨時的任用職員登録申込書」
に必要事項を記入の上、総務課に持参
または郵送してください。申込書は総
務課で配布するほか、町ホームページ
からダウンロードできます。

■受付期間　27 年 1 月 13 日（火）から
　　　　　　28 年 2 月 27 日（金）まで
　　　　　　※期間終了後も随時受付を行います。
■そ の 他　登録した人で住所、氏名等の記載事項

に変更があった人や、他に就職した人、
または登録の取り消しを希望する人
は必ず総務課にご連絡ください。

勤務場所 役場庁舎
任用期間 6 カ月以内（１回のみ更新可能）
勤務時間 8：15 ～ 17：00 ※職種により変更あり

日額賃金
［事務補助］　6,300 円
※各種手当（通勤・期末・退職等）は支
　給されません。

労働保険 雇用条件により異なりますが、社会保険、
雇用保険に加入

休　　暇 任用予定期間により、年次有給休暇あり
※事務補助は、パソコンのワープロ、表計算ソフトなどの操作

ができる人を優先して募集します。
※地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する人は応募できま

せん。
【申・問】総務課　庶務グループ　☎ 88-2112

＜勤務条件など＞
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お知らせ Information
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
問
】
総
合
政
策
課
政
策
推
進
グ

ル
ー
プ
☎
（
８
８
）
２
１
１
３

　

日
赤
青
森
県
支
部
で
は
、
27
年

２
月
１
日
よ
り
、
27
年
度
に
実
施

す
る
赤
十
字
活
動
の
資
金
確
保
の

た
め
、
赤
十
字
社
員
増
強
・
社
資

増
収
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
の
普
及
・
推
進
の

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
赤
十
字

社
員
へ
の
加
入
な
ら
び
に
社
資

（
社
費
・
寄
付
金
）
の
ご
協
力
に

つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

■
凍
み
豆
腐
づ
く
り
体
験

・
開
催
日　

２
月
13
日
（
金
）

・
申
込
締
切　

２
月
６
日
（
金
）

・
募
集
人
数　

15
人

・
受
講
料　

１
５
０
０
円

■
俳
句
教
室

・
開
催
日　

２
月
21
日
（
土
）

・
申
込
締
切　

２
月
13
日
（
金
）

・
受
講
料　

６
０
０
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

【
問
】
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
（
８
８
）
２
７
０
９

　

青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場
で
は
、
職
業
訓

練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」
の
３
月

期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

○
訓
練
内
容　
木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
能
・
知
識
の
習

得
（
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、構
造
材
施
工
、

募集
住
宅
建
築
施
工
科
受
講

生
お
よ
び
施
設
見
学
会

募集
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー

体
験
イ
ベ
ン
ト

内
外
装
施
工
、
測
量
技
術
な
ど
）

○
訓
練
期
間

　
27
年
３
月
11
日
～
９
月
７
日

○
定　
員　
15
人

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

○
申　
込　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　

27
年
１
月
７
日
～
２
月
13
日

■
訓
練
見
学
説
明
会

　

訓
練
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
訓
練
見
学
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
日　
時　
１
月
20
日
・
２
月
３
日

　

10
時
～
12
時

　

※
ど
ち
ら
か
選
択（
参
加
無
料
）

【
申
・
問
】
青
森
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

☎
（
７
３
）
５
５
３
５

赤十字
赤
十
字
活
動
資
金
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

■
赤
十
字
活
動

　

災
害
救
護
事
業
・
看
護
師
養
成

事
業
・
救
急
法
等
の
講
習
普
及
事

業
・
赤
十
字
奉
仕
団
・
青
少
年
赤

十
字
・
国
際
活
動
・
医
療
事
業
・

社
会
福
祉
事
業
・
血
液
事
業

【
問
】
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支

部
組
織
振
興
課
☎
０
１
７
（
７
２

２
）
２
０
１
１
／
保
健
福
祉
課
福

祉
グ
ル
ー
プ
☎（
８
８
）２
６
４
１

■
日
時
・
会
場

　

２
月
８
日
（
日
）
10
時
～
16
時

　

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー

■
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

○
町
内
３
つ
の
え
ん
ぶ
り
組
（
平

内
、
鳥
屋
部
、
田
代
）
の
公
演

■
イ
ベ
ン
ト（
10
時
受
付
開
始
・
無
料
）

○
階
上
早
生
わ
ん
こ
そ
ば
選
手
権

（
小
学
生
以
下
の
部
、
男
子
の
部
、

女
子
の
部
…
各
先
着
５
人
）

○
そ
ば
打
ち
体
験
（
先
着
５
人
）

○
エ
コ
バ
ッ
グ
塗
り
絵
（
小
学
生

以
下
先
着
10
人
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の

は
し
か
み
キ
ッ
ズ
イ
ラ
ス
ト
に
ペ

イ
ン
ト
し
ま
す
。
）

○
パ
ス
テ
ル
（
先
着
15
人
）

○
昔
話
か
だ
り
っ
こ　
　

…
な
ど

【
問
】
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
（
８
８
）
２
７
０
９

イベント
早
生
え
ん
ぶ
り
祭
り

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

青森県特定（産業別）最低賃金件名 改正内容 効力発生日
（平成 26 年）

改 正 前
時間額（円） 時間額（円）

鉄 鋼 業 ８００ １２月２１日 ７８７

電子部品・デバイス・電子回路
電気機械器具、情報通信機械器具製造業 ７３５ １２月２１日 ７２１

各種商品小売業 ７２７ １２月２１日 ７１４

自動車小売業 ７６６ １２月２１日 ７５３

青森県最低賃金 ６７９ １０月２４日 ６６５

（参 考）

※詳細は青森労働局ホームページ（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）をご覧ください。
　【問】青森労働局労働基準部賃金室　☎ 017-734-4114



　１月下旬から２月上旬にかけて、八戸市総合健診センターで今年度最後の階上町健診優先日を設定しており
ます。優先日の申し込みは１月15日が締め切りです。申し込みが済んでいない人は連絡をお願いします。
　また、優先日以外でも３月まで受診できますが、大変混み合ってきますので早めの受診をお勧めします。
■申込方法　保健福祉課（☎88-2162／FAX 80-1065）へ下記内容をお知らせください。
　　　　　　①氏名　②生年月日　③電話番号　④受診希望日　
　　　　　　⑤希望する健診項目（日程は広報 12 月号をご覧ください。）※定員を超えた場合、日程調整あり。
　　　　　　※優先日以外を希望する人は八戸市総合健診センター（☎ 45-9131）へ直接申し込んでください。

申し込みはお済ですか？ ～階上町冬季健診優先日～

～新成人の皆さんへ～

国民年金は…

ポイント

２月２日（月︶は
国民健康保険税　　第７期
介護保険料　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　第６期
　　　　　の納期限です。

　忘れずに納めましょう。
【問】税務課　収納グループ

　☎ 88-2114
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【問】
八戸年金事務所
　　　　　　☎ 43-7369
町民生活課
　戸籍住民グループ
　　　　　　☎ 88-2872

年金だより

お詫び申し上げます
　広報はしかみ 12 月号 11 ペー
ジ掲載の「除雪作業にご理解ご
協力を！」記事内に誤りがござ
いましたのでお詫びして訂正い
たします。

《誤》笹山　一男
《正》笹山　一夫

【問】建設課　土木建設グループ
☎ 88-2118

戸籍の窓 平成 26 年 12 月受付分・12 月 15 日現在（敬称略）

※他市町村に届け出た人で掲載を希望する場合は、
町民生活課☎ 88-2872 までご連絡ください。

20歳になったら国民年金！
　年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようと
作られた仕組みです。
　国内に居住する20歳以上60歳未満の人が加入し、保険料を納める制度です。

☆保険料の免除制度☆
　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例制度（学生のみ）」、

「若年者納付猶予制度（３0 歳未満）」などの保険料納付猶予制度があります。

【お誕生おめでとう】

【前途を祝福します】

【お悔やみ申し上げます】

（希望者の分を掲載しています）

（住所又は元の本籍）

安　藤　美恵子（54・耳ヶ吠西）

関　下　勝　美（46・耳ヶ吠東）

榊　　　　　勉（57・　榊　）

田　畑　美千代（59・角柄折）

小山　竜也（金山沢）
種市　晴香（おいらせ町）（

諏　訪　絢
あ や か

香（幸　雄・和香子）蒼　前

佐　藤　大
や ま と

和（孝　治・さとみ）蒼　前

松　館　奈
な

　々
な

（文　彦・洋　子）蒼　前

新沼舘　智
と も や

也（　武　・康　子）野場中

地区（父の名・母の名）

・将来の大きな支えになります。（給付は一生涯）
・国民年金には、老後に受け取れる老齢年金だけでなく障害年金
（※病気や事故で障害が残った場合等）や遺族年金もあります。
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建国記念の日

20 21 22 23 24

27 28 29 30 31

3 4 5 6 7

13 14

19

26

2

9 10 11 12

18

25

1

8

１月

２月

日 月 火 水 木 金 土

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる(東) 燃やせる(蒼西)
離乳食教室
ナイター卓球大会

はしかみキャンパ
ス講演会・閉国式

燃やせる(東) 燃やせる(蒼西)

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる(東) 燃やせる(蒼西)

燃やせる(中・西)
粗大(東)
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談
開放日

ナイター卓球大会

燃やせない

早生えんぶり祭り
（わっせ交流セン
ター、10:00-16:00）

支部対抗バス
ケットボール
大会

15

燃やせる(中・西)
納税相談
開放日

16 17

わんぱく王国

燃やせる(蒼西)
3学期始業式
（赤小）

燃やせる(蒼西)燃やせる(東)収集なし

燃やせる(中・西)
納税相談

室内ゲートボール選手権

燃やせる(中・西)
納税相談

ナイター卓球大会

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布
乳児健診

卓球大会
（支部対抗、小中
学校）

ごみ収集の地域区分

中央・　
西部地域

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、
耳ケ吠西

東部地域 耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、
道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
○ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝 8 時までに出してください。

○ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。

聞き逃し
たと思っ
たら

防災無線電話応答サービス
80︲1220 過去 6回分まで確認できます

（時報含）
土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

税 務 課 賦 課 グ ル ー プ 88-2129
収 納 グ ル ー プ 88-2114

町民生活課 戸籍住民グループ 88-2872
生活環境グループ 88-2119

保健福祉課
健康増進グループ 88-2219・2162
福 祉 グ ル ー プ 88-2641
介 護 グ ル ー プ 88-2115

出 納 室 88-2049
農 業 委 員 会 88-2946

２
階

総 務 課 庶 務 グ ル ー プ 88-2112
行政防災グループ 88-2873

総合政策課 政策推進グループ 88-2113
財 政 グ ル ー プ 88-2874

産業振興課 農林水産グループ 88-2116
商工観光グループ 88-2875

建 設 課 下 水 道 グ ル ー プ 88-2120
土木建設グループ 88-2118

教 育 課 学校教育グループ 88-2495
社会教育グループ 88-2698・2764

3 階 議 会 事 務 局 88-2369

各課直通電話をご利用ください

ご ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／蒼西：蒼前西地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
相 行政・人権・心配ごと相談（第 3 火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 15:00）
相 教育相談（第 3 火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
相 夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
民 民俗資料収集館開放日（第 2・4 火曜日、9:00 ～ 16:00、
　 ボランティアガイドが案内します）
健 乳幼児健診

CALENDAR行事＆くらしのカレンダー 1/16（金）～2/15（日）

カレンダーの内容は
町ホームページにも掲載しています。
　　（トップ＞お役立ち情報）
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地域の防災力向上を目指して！地域の防災力向上を目指して！

宝くじ助成金で防災資機材を整備

～町自主防災組織が防災訓練などを実施～
　今年度は、災害時に地域での対応を強化するとともに町民の防災意識を高めようと、数多くの自主防災会が
防災訓練や普通救命講習会、防火教室などを実施。AEDの使用方法について学ぶなど、町全体で防災力強化
のための活動が活発に行われました。
　また、９月24日に町自主防災組織連絡協議会が設立されたこともあり、浜手の自主防災会７組織（荒谷、
大蛇、追越、榊、駅前、道仏、小舟渡）が合同での防災訓練を企画。11月23日に“東部地区自主防災会総合防
災訓練”として開催されました。約230人の町民らが訓練に参加。実際に消火器の使用や応急処置を体験しまし
た。見るだけではなく実際に体験することで、参加者らはより一層、有事の際に備えての知識・理解を深めて
いるようでした。

 （財）自治総合センターの「コミュニティ助成
事業（宝くじ助成事業）」を活用して、野場中地
区自主防災会が防災資機材を整備しました。
　整備したのは、かまどセット、テント、発電機、
投光器、毛布など。購入した資機材は地域の防災
活動に役立てられます。

防災訓練写真展
～各防災組織の活動の様子～

①

② ③ ⑤

④

⑦

⑥

①消火器を使用した訓練の様子（東部地区自主防災組織総合防災訓練）
②炊き出し訓練を行う様子（東部地区自主防災組織総合防災訓練）
③住宅用火災警報器説明の様子（東部地区自主防災組織総合防災訓練）
④DVD観賞による防火学習の様子（耳ヶ吠西行政区自主防災会防火教室）
⑤応急救命処置訓練の様子（道仏地区自主防災会普通救命講習会）
⑥応急救命処置訓練の様子（野場中地区自主防災会普通救命講習会）
⑦避難所設置訓練の様子（耳ヶ吠東行政区自主防災会防火教室）

実施日 実施組織・訓練名
  9月24日 耳ヶ吠西行政区自主防災会防火教室
10月19日 道仏地区自主防災会普通救命講習会
11月16日 野場中地区自主防災会普通救命講習会
11月23日 東部地区自主防災組織総合防災訓練
12月  7日 耳ヶ吠東行政区自主防災会防火教室

今年度実施された各訓練


